
「静岡県地震対策オペレーション２０１８」に参加
静
岡
地
本
か
ら
は
、
県
庁
並
び
に
東
部
（
沼
津
市
）、
賀
茂
（
下
田
市
）、
中
部
（
藤
枝
市
）、

て
お
り
、
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
県
、
市
町
、
自
衛
隊
、
消
防
及
び
警
察
等
の
関
係

本
訓
練
に
県
庁
連
絡
要
員
と
し
て
参
加
し
た
静
岡
地
本
国
民
保
護
・
災
害
対
策
連
絡
調
整
係

地
震
対
策
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
８
」
に
参
加
し
た
。

か
ら
自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣
要
請
、
救
助
拠
点
の
開
設
、
救
援
物
資
の
確
保
と
輸
送
等
の
各
状

れ
ぞ
れ
参
加
し
た
。

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
大
規
模
地
震
を
始
め
と
す

作
成
中
の
対
策
計
画
の
実
効
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
各
機
関
と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図

衛
隊
か
ら
は
東
部
方
面
総
監
部
（
東
京
都
練
馬
区
）、
板
妻
駐
屯
地
第
３
４
普
通
科
連
隊
（
御

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
大
規
模
地
震
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
こ
の

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
訓
練
は
、
静
岡
県
が
主
催
し
て
毎
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
日
に
合
わ
せ
実
施
し

況
に
お
け
る
対
応
要
領
を
演
練
し
た
。

静
岡
県
庁
（
静
岡
市
）
及
び
沼
津
市
、
下
田
市
、
藤
枝
市
、
磐
田
市
で
実
施
さ
れ
た
「
静
岡
県

訓
練
は
、
大
規
模
地
震
発
生
後
の
県
庁
及
び
各
方
面
本
部
に
お
け
る
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ

殿
場
市
）、
海
上
自
衛
隊
か
ら
は
横
須
賀
地
方
総
監
部
（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）
の
要
員
が
そ

よ
う
な
訓
練
を
地
道
に
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
た
」
と
語
っ
た
。

各
機
関
の
業
務
調
整
・
情
報
共
有
等
に
関
す
る
対
応
要
領
を
図
上
訓
練
方
式
で
演
錬
し
、
県
が

西
部
（
磐
田
市
）
の
各
方
面
本
部
に
連
絡
要
員
と
し
て
隊
員
８
人
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
陸
上
自

の
秋
山
乾
之
郎
事
務
官
は
「
こ
の
よ
う
な
形
の
図
上
訓
練
へ
の
参
加
は
初
め
て
で
緊
張
し
た
が
、

る
各
種
自
然
災
害
へ
の
対
処
能
力
を
更
に
向
上
さ
せ
て
い
く
。

「熱海市自衛隊協力会創立５０周年記念行事」に参加

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空
佐
）
は
、
１
月
１
７
日
（
水
）、

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空
佐
）
は
、
１
月
２
８
日
（
日
）、
ホ

し
て
奉
職
し
て
い
た
当
時
の
世
界
情
勢
や
今
後
の
日
本
が
進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
熱
く
語
る
と
と

動
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、
全
国
に
先
駆
け
て
の
協
力
会
の
発
足
と

る
こ
と
を
述
べ
た
。

事
」
に
参
加
し
た
。

県
内
の
募
集
や
防
災
業
務
等
を
所
掌
す
る
地
本
の
使
命
を
重
く
受
け
と
め
、
今
後
も
関
係
諸
団
体

衛
隊
第
１
戦
車
大
隊
（
駒
門
駐
屯
地
）
と
静
岡
地
本
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
定
免
地
本
部
長

当
日
は
式
典
に
先
立
ち
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
、
講
師
と
し
て
元
防
衛
大
臣
・
久
間
章
生
氏
が

示
し
、
多
く
の
聴
講
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
。

っ
て
も
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
静
岡
地
本
は
今
後
も
各
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
に

「
こ
れ
か
ら
の
日
本
」
と
題
し
て
講
話
を
行
っ
た
。
久
間
氏
は
防
衛
庁
長
官
及
び
初
代
防
衛
大
臣
と

同
会
が
創
立
さ
れ
た
昭
和
４
３
年
当
時
は
現
在
ほ
ど
自
衛
隊
の
認
知
度
が
高
く
な
く
、
そ
の
活

と
の
協
力
関
係
を
一
層
密
に
し
て
県
民
か
ら
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
任
務
の
遂
行
に
邁
進
す

テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
カ
オ
（
熱
海
市
）
で
行
わ
れ
た
「
熱
海
市
自
衛
隊
協
力
会
創
立
５
０
周
年
記
念
行

は
来
賓
祝
辞
に
お
い
て
同
会
の
長
期
に
わ
た
る
支
援
と
協
力
に
対
し
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

保
に
努
め
て
い
く
。

記
念
式
典
で
は
、
平
素
か
ら
の
協
力
態
勢
に
対
し
同
協
会
よ
り
、
熱
海
市
を
担
任
す
る
陸
上
自

努
め
、
自
衛
隊
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
る
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
優
秀
な
人
材
の
確

支
援
態
勢
の
確
立
は
自
衛
隊
に
と
っ
て
も
大
変
心
強
い
存
在
で
あ
っ
た
。

も
に
、
少
子
化
・
高
学
歴
の
時
代
に
お
い
て
自
衛
隊
の
人
材
確
保
に
つ
い
て
も
新
し
い
考
え
方
を

自
衛
隊
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
自
衛
官
の
募
集
環
境
に
と

状況付与の調整内容を確認する地本隊員（左）

関係各機関と対応要領を打ち合わせ


